
  
  霞ケ浦におけるチャネルキャットフィッシュの産卵生態

  誌名 茨城県内水面水産試験場調査研究報告 = Report of Freshwater Fisheries Experiment
Station, Ibaraki Prefecture

ISSN 03878988
著者名 半澤,浩美

野内,孝則
発行元 茨城県内水面水産試験場
巻/号 40号
掲載ページ p. 1-6
発行年月 2006年3月

    
農林水産省 農林水産技術会議事務局筑波産学連携支援センター
Tsukuba Business-Academia Cooperation Support Center, Agriculture, Forestry and Fisheries Research Council
Secretariat

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)



茨城内水試研報 40 1~6 (2∞6) 

霞ヶ浦におけるチャネルキャットフィッシュの産卵生態

一産卵期・抱卵数・成熟サイズー

半津浩美・野内孝賠

Spawning Season， Fecundity and Length at Maturity of Channel Catfish in Lake Kasumigaura 

Hiromi Hanzawa and Takanori Yanai 
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1.はじめに

チャネルキャットフィッシュ.Ictalu問 spunctatus (通

称アメリカナマズ)は，北米大睦原産のイクタjレルス科

(Ictaluridae)に臆する淡水魚である。霞ヶ滞において

本種は. 1985年頃から生息が確認されていたが， 1994 

年頃から茨城県内水面水産試験場による漁獲物調査で採

集されるようになった。 2000年には卓越年級群が発生

し，その後毎年稚魚の発生が確認されるとともに，漁業

による混獲が増加している。また，念、激な生息量の増加

は科根JII水系でも認められている(尾崎，私信)。

本種は 2005年6月に施行された特定外来生物による

生態系等に係る被害の防止に関する法律(外来生物法)

に基づき，魚類としてはオオクチパス Micropterus

salmoides， コクチパス M.dolomieu，ブルーギル Lepomis

macrochirusとともに特定外来生物に指定された。なお，

霞ヶ滞北浦では 1980~ 90年代に増加したオオクチパス

やブjレーギ/レが 2000年頃から減少傾向に転じているこ

とから，現在は本種が最も問題視される外来魚となって

いる。

一方，本種は原産地である北米大陸において漁業やス

ポーツフィッシングの対象として重要な魚種であり，最

も重要な養殖対象魚種でもあることから，多くの研究が

行われている(Irwinet al.， 1999)。しかし，日本層内に

おいては，本種の天然水域への侵入年代が 1980年代前

半と外来種の中では比較的新しいことや，生息量が急、激

に増加してまだ数年であること，生息域が関東地方の

震ヶ1潜水系と幸iJ根JII水系にほぼ限定されることから.天

然水域での生態に関する研究事例は極めて乏しい。そこ

で本研究では，チャネjレキャットフィッシュの基礎生態

に関する知克を得るために霞ヶ浦で調査を行い，産卵期，

抱卵数および成熟サイズを明らかにした。

2.方法

魚体採集は， うなぎ延縄と刺網を用いて行った。うな

ぎ延縄による採集は， 2002年5月から 7月にら回，行方

市荒宿地先で実施した(国1)。うなぎ延縄は，幹縄が約

160m，校縄の長さが約 1m で本数が 35 本のものを 9~

10枚使用した。設置は午後 4時頃に行い，呂収は翠朝 6

時頃に行った。

東日舗による謀集は， 2003年5月， 6月， 12月と 2004

年 1月から 12月に毎月 1@]程度，行方市高須地先で実

施した(圏1)。採集には，自合い 6.0cmで、鰐丈 0.9mの

2寸網と，毘合い 13.6cmで、網丈1.8mの4.5寸網，日合

い 18.2cmで、鰐丈1.8mの6寸網の 3穏類の底刺網を用い

た。それぞれの長さは約35mで、ある。設置は午後4時頃

に行い， @]!収は翌朝 9時頃に行った。

得られた標本は実験室に持ち帰り，生鮮状態で体長

(cm BL)および体重 (kg)を測定後，車ちに間接して

生殖擦を摘出し.性別の確認と生殖腺重量の測定を行っ

た。また，卵巣内の卵が問視により確認できた 31個体

については，卵径の計測および卵数の計数を行った。ま

た成熟状況を把握するため，唯雄ともに以下の式を用

いて生殖腺体指数 (GSI)を求めた。

GSI = GW (g) * 100/ BW (g) 

(GSI:生殖腺体指数， GW:生殖腺重量， BW:体重)

高須地先

(東IJ網操業地点)

荒宿地先

(延縄操業地点)

関 1 調査地点図
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3.結果

(1) 生殖腺体指数の経月変化

刺絹で採集した雄 108個体(平均体長 47.3cm，体長範

閤35.9~ 67.0 cm)と鑑 118個体(平均体長 49.2cm，体

長範閉 38.9~ 65.5 cm)のGSIの経月変化を図 2に示し

た。なお，すべての調査臼に雄雄とも GSIがOに近い髄

を示す個体がみられたため ここで注呂したのは各調査

Bごとの高い値の変化である。

5月 8月

雄では 2003年6月に GSIが0.61および 0.75，2003 

年12月中旬にも0.80と高い値を示した。 2003年12月下

旬 に は GSIが 0.15と低い億を示し， 2004年7月

(GSIO.80)にかけて値が高くなっていた。 2004年 8，9 

月には GSIが0.10以下と低い値を示した後， 10月

(GSIO.33)から 11丹 (GSIO.57)に再び髄が高くなっ

た。年間でみると， GSIは6，7月と 11，12月に高くな

る傾向を示した。
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y = 10565x 

R = 0.757 (p<O.Ol) 
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チャネルキャットフィッシュの体重と抱卵数の関係

相関が認められ，以下の式が得られた(罰 5)。

y = 10565x (y:卵数， x:体重 (kg))

(4) 体長と生殖腺体指数の関係

2002 ~ 2004 年の 5~7 月に延縄(雄 250 個体，雌

189個体)および刺網(雄 13個体，雌 16個体)で採集

した個体について，体長と GSIの関係を示した(図 6)。

雄では，体長 39.3cm未満で、体長 35.6cmの 1個体の GSI

が 0.74と高い値を示したが，その他のすべての個体が

0.10未満の低い値を示した。体長 39.3cm以上で、は， GSI 

が0.10以上を示す個体がみられた一方， 0.10未満の低い

値を示す偲体もみられた。雄では.体長38.9cm未満の偲

体ですべての儲体の GSIが1.0以下の低い簡であった。

体長 38.9cm以上 51.7cm未満の錨体で、は， GSI が 3.0~

16.5と高い値を示す個体がみられた一方で， 0.9以下の

低い値を示す個体もみられた。また， GSIが0.9~ 1.7を

示す，萎縮した卵巣を持つ間体が確認された。体長 51.7

cm 以上で、は，すべての個体の GSIが 3.0以上であった。

図5

離では 2003年 6月に GSIが 10.5および 11.7と高い

{直を示した。 2003年 12月から 2004年 1月には GSIが

約 5.0を示し， 7月 (GSI16.9)にかけて値が高くなって

いた。 2004年8月に GSIが0.6以下と急激に低い値を示

した後， 10月から再度龍が高くなるようであった。年間

でみると， GSIは6，7月に{産が高くなる傾向を示した。

(2) 卵径の経月変化と GSIとの関係

卵荏の経月変化を図 3に示した。 2003年6月に 2.4mm

であった平均卵径は， 2003年 12月から 2004年 2月に

約 2.0mmを示し， 2004年7月に 2.9mmと増大している。

2004年 8，9月には卵径を計iJiljできる卵巣内卵を持つ偲

体が採集されなかったが， 2004年 10月(界径約1.5mm) 

から 12月(同1.9mm)には再度卵巣内卵の発達した個体

が認められた。卵径を計測した個体のGSIと平均卵径と

の関保には，正の相関が認められた(図 4)。

(3) 抱卵数と体重との関係

卵数を計数した 31偲体(体長範囲:43.2 ~ 65.5 cm，体

重範関:1.7 ~ 6.4 kg)の卵数と体重との関係には，正の



4 半湾浩美・野内孝則

@ •• 雄 N=263

0.65 @ 

0.50 

0.25 

@ 

• • @ 

•• • •• • 0.10 • • @ 

0.05 ト
@ @ 
畠自静 . .... • • @ 

0.00 一一面 @ 

O 10 20 30 40 50 60 70 
体長(cm)

20.0 r 雄 N=205

@ @ 

15.0 ト @ 

@ @ • • • e @@ 4b @ 
@ @ 

@ @ @ 

。~....，...凸

0.0 

O 10 20 30 40 50 60 70 

体長(cm)

図6 5~7 月に採集されたチャネルキャットフィッシュの体長と GSI の関係

雌の留の中で¥白抜き (0)は萎縮した生殖腺が確認された俄体

4.考察

(1) 産卵期

離の GSIの季節変化は， 12月から 7月に向かうにつれ

て{僚が高くなり， 8月に髄が急激に低下した。また，卵

径の季節変化においても 7月まで卵が発達する様子が窺

えた。とくに 7月に採集された離のなかで卵箆 2.9rnrnの

卵をもっ{個体がみられたが，これは成熟した卵母繍胞の

大きさ (3.0~ 3.5 rnrn: Stoeckel and Burr， 1999)を考慮

すると，かなり成熟が進んでいた個体と考えられる。一

方， 8月と 9月には発達した卵を持つ儒体を採集するこ

とができなかった。次に雄では，雄と同様に 7月に GSI

が0.80と高く， 8 j=Jに 0.10以下と低かった。北米大陸で

の知見によると，本種の雄は生殖腺が小さく繁殖期の

GSIが1.00以下であるとされており (Stoeckeland Burr， 

1999) ，本研究で 7月に得られた個体は成熟が進んでい

たと考えることができる。また， GSIの鎮の低下につい

ては，繁殖期が終了した 8月に僅が 0.19に低下したとい

う知見があり (Silversteinand Small， 2004)，本研究の

結果と合致していた。これらのことから，霞ヶ浦におい

て本稜は， 8月には産卵を終了すると考えられる。

一方，産卵開始時期については，本研究では明確な

データを得ることができなかった。しかし， 2004年6月

初日に実施したわかさぎ・しらうおひき網漁業(通称:

トロール)によるワカサギ漁期前調査において，体長1.9

~ 2.5 crn (平均 2.2crn)の当歳魚とみられる個体が8個

体採集されている(半海，未発表)。これらの体長を養殖

環境での初期成長(梅沢ら， 1986)にあてはめると，約

30臼前の5月下旬にふイヒしたと推測された。同年5月下

旬に内水試桟橋で測定した水温は 21.5
0Cであったこと

から， 21.0
o
C環境下でのふイ七日数(約 10日:大倉・梅

沢， 1986)をふまえると，産卵は約 40日前の 5月中旬

頃に行われたと推定できる。

ところで，アメリカにおける本種の産卵水温は 21~ 

29
0

Cで最適水温は 24~ 27
0

Cとされているが，産卵期に

おける水温の低下は本種の産卵行動の中断や遅延を引き

起こすことが知られている (Hubert，1999)。ここで¥

霞ヶ浦の当歳魚、の発生と産卵期の水温との関係を調べる

と，当歳魚が多く発生した 2004年(半淳，未発表)の

5~7 月に内水試桟橋で、観測した水祖は， 5月 13Bに

20.8
0Cに達した後 5月23日に 17.3

0Cまで下降したもの

の， 5月初日には 20.7
0

C まで上昇し， 6月21Bから 7

月31日までは 24.7~ 30.4
0

Cの範関で推移した。一方，
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当歳魚の発生が他年と比較して著しく少なかった 2003

年(半淳，未発表)の 5~7 月の水温は特異的で、あり，

5月29臼に 21.0
0Cに達したものの 6月 17日まで 20.2

~ 22.0
oCで推移し， 24

0

C に達していたのは 6 月 20~

22臼のわずか 3日開で，さらに 7月24日には 20.5
0Cま

で下降していた。

以上のことから，霞ヶ浦におけるチャネルキャット

フィッシュの産卵期は 5月から 7月であると判断するこ

とができ，水温が 24.0
o
C以上となる期儒が竿く，かっ長

いことが産卵条件として適していると考えられる。

(目成熟期間の特徴

GSIと卵径の季節変化から，霞ヶ浦のチャネjレキャッ

トフィッシュは，成熟にかかる期間が長いという傾向が

認められた。組織学的な研究は行っていないため細胞レ

ベルでの議論はできないが GSIと卵径の季節変化をみ

ると，維では産卵期が終了した秋から卵巣が発達し始め，

冬の間もある程度発達した卵巣を維持して，さらに翌年

の春から産卵期にかけて成熟すると考えられた。雄でも

維と同様に， 11月頃までには産卵期と同程度のGSIを示

すほどに精巣が発達し，ある程度発達した精巣を維持し

たまま冬を越し産卵期にかけてさらに成熟するようで

ある。なお，北米大陸においては卵母細胞の発達からみ

た同様の結果が報告されており，卵黄形成は水温条件に

依存すると考えられている (Stoeckeland Burr， 1999)。

このように，産卵期の半年以上も前から生殖践を発達さ

せそれを維持したまま越冬するという成熟様式は.春~

秋産卵のB本産淡水魚にはみられない特徴である(淀.

2002)という。本種の場合，離については大きな卵を生

産するためにコストがかかることから (Stoeckeland 

Burr， 1999)，成熟に必要な期開が長いと考えられる。

一方雄については，養殖条件下での交配試験において反

復使用が可能である(大倉・梅沢， 1986)ことからする

と，この成熟様式の特徴により産卵期の早期から繁殖行

動を開始でき，産卵期間内に複数閣の繁殖に成功してい

る可能性がある。さらに，本種は雄が卵保護を行うこと

が知られており.繁頬成功は雄に依存すると考えられる。

これらのことは，霞ヶ滞において産卵適水温の期聞が長

い年ほどその年の発生数が増加する可能性を示唆してい

る。なお，本種と同じく北米原産のオオクチパスも同様

の成熟様式を有している(淀， 2002)。この特徴について

淀・木村 (2002)は，秋から生殖牒を発達させて春から

初夏の産卵適水温期を産卵期として最大限に利用できる

ことが，オオクチパスが園内の様々な環境に容易に定着

した一つの要因と考えている。

(3) 抱卵数

抱卵数と体重の関係式から，本種の離は体重 1kg当り

約10000粒抱卵すると推測できた。北米の研究で得られ

た爵係式 (y= 2597+5.256w， y:卵数， w:体重 (g): 

Muncy， 1959)と比較すると，霞ヶ滞の抱卵数の方が多

いようであった。しかし，北米で卵数の計数に供された

魚体(体長 22.9~ 41.9 cm) と比較して，本研究で得ら

れた魚体が大型であったため， m卵数が多かったとも考

えられる。

(4) 成熟サイズ

体長と GSIの関係では，雄で体長 39.3cm，維で体長

38.9 cm以上に GSIが高い個体がみられたことから，本種

は雌雄とも体長約 39cmから成熟可能と考えられた。北

米大睦における知見を整理すると(表1)，成熟開始のサ

イズは全長 16.6cmから 33.7cmと霞ヶ浦での結果と比較

して小型で、あった。一方，離ですべての倍体が成熟する

サイズは全長 48.3cmから 59.3cmで、あり，霞ヶ浦の体長

51.7 cm以上とよく一致した。これらから，霞ヶ浦におけ

る本種は，北米大陸と比較して大型になってから成熟す

ると考えられる。

一方，雄で体長35.6cmの個体のGSIが高かったことや，

産卵期である 5~7 月にも体長 38.9 cm以上 51.7cm未満

表 1 北米大陸におけるチャネルキャットフィッシュの成熟年齢及びサイズの稲違

Lake Erie ※ Mississippi River(upper pooJ)※※ Lake Sharpe※※※ 

成熟 50% 100% 成熟 50% 100% 成熟 50% 100% 

開始 成熟 成熟 開始 成熟 成熟 開始 成熟 成熟

雄 年齢 2 5 8 4 5 8 

全長(c狙) 16.6 29.8 38.1 33.3 33.3 56.1 

雄 年齢 2 S 8 4 S 8 7 12 

全長(cm) 16.6 29.8 48.3 33.3 40.9 56.1 33.7 59.3 

※DeRoth， 1965 ※※ Appelget&Smith， 1951 ※※※ Elrod， 1974 

全長は1inch= 2.54 cmで、換算して示した。
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の錐と体長 39.3cm以上の雄に GSIが低い個体が存在し

たことは，本種の成熟が体長条件のみに依存しないこと

を示している。北米大陸における本種の成熟と年齢の関

係によると(表1)，成熟開始年齢は 2歳から 7歳以上で

あり.また成熟個体が50%以上に達するのは5歳から 12

歳以上と，研究水域により大きな差がみられている。

霞ヶ浦においても本種の成熟サイズが大きい要盟や，体

長40~ 50 cmと大型で、あっても成熟していない要因の一

つに年齢が考えられるため，今後は年齢と成熟に関する

研究を行う必要があろう。

5.要約

霞ヶ滞におけるチャネルキャットフィッシュの産卵生

態について，以下の点が明らかとなった。

①産卵期:5~7 月

②抱卵数:体重 1沌あたり約 10000粒

③ 成熟サイズ:唯雄とも体長 39cm以上で、成熟可能。た

だし個体差が大きい
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